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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】基材フィルムと表面保護層との層間密着性に優
れるためこれらの層の層間剥離による意匠性の低下が抑
制され、基材フィルムと粘着層との層間密着性に優れる
ため意匠の耐久性に優れ、爪の表面への負担が少なく、
且つ、有害物質を発生し難いため環境適性に優れた爪装
飾用シールを提供する。
【解決手段】爪を装飾する爪装飾用シール１であって、
粘着層２、基材フィルム３、及び装飾層４を下からこの
順に有し、前記基材フィルム３は、アクリル系樹脂を含
む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　爪を装飾する爪装飾用シールであって、
　粘着層、基材フィルム、及び装飾層を下からこの順に有し、
　前記基材フィルムは、アクリル系樹脂を含む、
ことを特徴とする爪装飾用シール。
【請求項２】
　前記アクリル系樹脂は、ウレタンアクリレートである、請求項１に記載の爪装飾用シー
ル。
【請求項３】
　前記粘着層は、アクリル系樹脂を含む、請求項１又は２に記載の爪装飾用シール。
【請求項４】
　前記装飾層は、紫外線硬化型アクリレート樹脂を含む、請求項１～３のいずれかに記載
の爪装飾用シール。
【請求項５】
　前記粘着層の下面に、更に、剥離シートを備える、請求項１～４のいずれかに記載の爪
装飾用シール。
【請求項６】
　爪装飾用シールの製造方法であって、
（１）アクリル系樹脂を含む基材フィルム裏面に粘着層形成用組成物を塗布して硬化させ
ることにより、粘着層を形成する工程１、及び、
（２）前記基材フィルムの前記粘着層が形成された面と反対側の面に、ＵＶ印刷機により
装飾層を形成する工程２を含む、
ことを特徴とする爪装飾用シールの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、爪を装飾する爪装飾用シール、及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、人の足や手の爪に様々な模様を描くことにより装飾が施されている。また、近年
では、爪に対して複雑で微細な模様を短時間で容易に付与することができるため、爪に装
飾用シールを貼付することによる装飾が施されている。
【０００３】
　爪に爪装飾用シールを貼付する方法としては、例えば、先ず爪の表面にアクリル系樹脂
（ジェルネイル）を塗布して硬化させることにより下地層を形成する。次いで、その上に
、下地層の一部を覆うようにして爪装飾用シールを貼付する。更に、露出している下地層
表面と、爪装飾用シール表面とを覆うようにアクリル系樹脂（ジェルネイル）を塗布して
硬化させることにより、透明の表面保護層を形成する。このようにして、爪装飾用シール
により爪に装飾が施される。即ち、爪装飾用シールは、下地層と、表面保護層との間に挟
まれた形態で爪に貼付されている。
【０００４】
　このような爪装飾用シールとして、例えば、インクが浸透しない伸縮性のあるフィルム
と、上記フィルムの上面にＵＶ印刷機により立体的に形成される装飾層と、上記フィルム
の下面に塗布される粘着層と、上記粘着層の下面に貼り付けられる剥離シートとからなる
爪装飾用シールが提案されている（特許文献１参照）。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示された爪装飾用シールは、フィルムが塩化ビニル系樹
脂で形成されているため、爪に貼付した際に、アクリル系樹脂で形成された表面保護層と
の層間密着性に劣る。このような爪装飾用シールを用いると、使用するにつれて表面保護
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層と爪装飾用シールとの間で層間剥離が生じてしまい、剥離した部分が白化して、意匠性
を著しく損ねてしまうという問題がある。また、アクリル系樹脂で形成された下地層との
層間密着性を向上させるために、粘着層をアクリル系樹脂で形成した場合、粘着層と、塩
化ビニル系樹脂で形成されたフィルムとの間で層間剥離が生じてしまい、爪装飾用シール
の耐久性が低下することにより、爪に付与した意匠の耐久性が劣るという問題がある。
【０００６】
　また、爪装飾用シールを爪に貼付する際に、下地層や粘着層が薄いため、フィルムが直
接爪に接触する部分を生じる場合がある。上述のように、従来の爪装飾用シールは、フィ
ルムが塩化ビニル系樹脂を含む。当該塩化ビニル樹脂は、爪を含む皮膚等に若干の刺激を
与えるので、長期間爪に直接接触していると、爪の表面を荒れさせてしまうという問題が
ある。
【０００７】
　更に、従来の爪装飾用シールは、フィルムが塩化ビニル系樹脂で形成されているため、
爪装飾用シールを廃棄する際に、塩化水素ガスやダイオキシン等の有害物質の発生の原因
となってしまうという問題がある。また、爪装飾用シールに用いられるフィルムを製造す
る際に、一旦塩化ビニル系樹脂をシート状に形成し、当該シート状の塩化ビニル系樹脂を
所望の形状に切り抜いてフィルムを形成するため、枠の部分が廃棄物となり、当該廃棄物
を廃棄する際にも有害物質の発生の原因となってしまうという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１２－１１０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、基材フィルムと表面保護層との層間密着性に優れるためこれらの層の層間剥
離による意匠性の低下が抑制され、基材フィルムと粘着層との層間密着性に優れるため意
匠の耐久性に優れ、爪の表面への負担が少なく、且つ、有害物質を発生し難いため環境適
性に優れた爪装飾用シールを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は上記目的を達成すべく鋭意研究を重ねた結果、爪装飾用シールにおいて、粘
着層、基材フィルム、及び装飾層を下からこの順に有し、基材フィルムは、アクリル系樹
脂を含む構成とすることで、上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成するに至
った。
【００１１】
　即ち、本発明は、下記の爪装飾用シール及び爪装飾用シールの製造方法に関する。
１．爪を装飾する爪装飾用シールであって、
　粘着層、基材フィルム、及び装飾層を下からこの順に有し、
　前記基材フィルムは、アクリル系樹脂を含む、
ことを特徴とする爪装飾用シール。
２．前記アクリル系樹脂は、ウレタンアクリレートである、上記項１に記載の爪装飾用シ
ール。
３．前記粘着層は、アクリル系樹脂を含む、上記項１又は２に記載の爪装飾用シール。
４．前記装飾層は、紫外線硬化型アクリレート樹脂を含む、上記項１～３のいずれかに記
載の爪装飾用シール。
５．前記粘着層の下面に、更に、剥離シートを備える、上記項１～４のいずれかに記載の
爪装飾用シール。
６．爪装飾用シールの製造方法であって、
（１）アクリル系樹脂を含む基材フィルム裏面に粘着層形成用組成物を塗布して硬化させ
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ることにより、粘着層を形成する工程１、及び、
（２）前記基材フィルムの前記粘着層が形成された面と反対側の面に、ＵＶ印刷機により
装飾層を形成する工程２を含む、
ことを特徴とする爪装飾用シールの製造方法。
【００１２】
　以下、本発明の爪装飾用シール及び爪装飾用シールの製造方法について詳細に説明する
。
【００１３】
　１．爪装飾用シール
　本発明の爪装飾用シールは、爪を装飾する爪装飾用シールであって、粘着層、基材フィ
ルム、及び装飾層を下からこの順に有し、上記基材フィルムは、アクリル系樹脂を含むこ
とを特徴とする。上記爪装飾用シールは、基材フィルムがアクリル系樹脂を含むので、一
般的にアクリル系樹脂で形成される表面保護層との層間密着性に優れる。このため、長期
間使用しても層間剥離が生じ難く、白化等の意匠性の低下が抑制される。
【００１４】
　また、基材フィルムがアクリル系樹脂を含むので、アクリル系樹脂で形成された下地層
との層間密着性を向上させるために、粘着層をアクリル系樹脂で形成した場合に、粘着層
と、基材フィルムとの層間密着性に優れ、爪装飾用シールの耐久性が向上して、爪に付与
した意匠の耐久性に優れる。
【００１５】
　また、基材フィルムがアクリル系樹脂を含むので、下地層や粘着層が薄いため、基材フ
ィルムが直接爪に接触する部分を生じた場合であっても、爪に対して刺激が少なく、長期
間使用しても爪の表面を荒れさせ難い。
【００１６】
　更に、基材フィルムにアクリル系樹脂を用いることにより、廃棄する際の塩化水素ガス
やダイオキシン等の有害物質の発生を抑制することが可能となる。
【００１７】
　以下、本発明の爪装飾用シールについて、図面を参照しつつ説明する。なお、各図にお
いて、各部材又は各部の長さ、厚み、及び大きさは、実際のものとは異なっていることに
留意されたい。
【００１８】
　図１及び図２は、本発明に係る爪装飾用シールの一実施形態を示す。図１は、本発明の
爪装飾用シールの縦断面図であり、図２は上視平面図である。図１及び図２に示すように
、本実施形態の爪装飾用シール１は、粘着層２、基材フィルム３、及び装飾層４を下から
この順に備えている。また、本実施形態において、粘着層２の下には、剥離シート５が形
成されている。
【００１９】
　（基材フィルム）
　基材フィルムは、その上面に装飾層が形成され、且つ裏面に粘着層が積層されることに
より、爪装飾用シールを形成する部材である。図１及び２において、本発明の爪装飾用シ
ール１は、基材フィルム３上に、当該基材フィルム３の一部を覆うようにして装飾層４が
形成されており、また、裏面に粘着層２が形成されている。
【００２０】
　上記基材フィルム３は、アクリル系樹脂を含む。上記アクリル系樹脂としては特に限定
されないが、ウレタンアクリレートを用いることが好ましい。また、上記アクリル系樹脂
は、粘着層２や、爪装飾用シールの表面に塗布する表面保護層に含まれるアクリル系樹脂
と同様のものを用いることが好ましい。このような構成とすることにより、粘着層２、及
び表面保護層との層間密着性に更に優れた爪装飾用シールとすることができる。このよう
なアクリル系樹脂としては、例えば、上記ウレタンアクリレートが挙げられる。
【００２１】
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　上記ウレタンアクリレートは、ウレタン樹脂にラジカル重合性不飽和モノカルボン酸で
あるアクリル酸を反応させて得られる化合物であれば、特に限定されない。ウレタン樹脂
は、１分子中に２つ以上のイソシアネート基を有する化合物と１分子中に２つ以上のヒド
ロキシル基を有するポリオール化合物を反応させて得られるものである。
【００２２】
　１分子中に２つ以上のイソシアネート基を有する化合物には、例えば、ヘキサメチレン
ジイソシアネアート（ＨＤＩ）、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、メチレンジ
イソシアネート（ＭＤＩ）、メチレンビスシクロヘキシルイソシアネート、トリメチルヘ
キサメチルジイソシアネート、ヘキサンジイソシアネート、ヘキサメチルアミンジイソシ
アネート、メチレンビスシクロヘキシルイソシアネート、トルエンジイソシアネート、１
，２－ジフェニルエタンジイソシアネート、１，３－ジフェニルプロパンジイソシアネー
ト、ジフェニルメタンジイソシアネート、ジシクロヘキシルメチルジイソシアネートなど
のジイソシアネートが挙げられる。これらの化合物は単独で使用してもよく、２種以上混
合して使用してもよい。
【００２３】
　１分子中に２つ以上のヒドロキシル基を有するポリオール化合物には、エチレングリコ
ール、プロピレングリコール、トリメチレングリコール、１，４－ブチレングリコール、
１，３－ブチレングリコール、１，２－ブチレングリコール、１，５－ペンタンジオール
、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオー
ル、ネオペンチルグリコール、１，６－ヘキサンジオール、２，２－ジエチル－１，３－
プロパンジオール、３，３－ジメチロールヘプタン、２－エチル－２－ブチル－１，３－
プロパンジオール、１，１２－ドデカンジオール、１，１８－オクタデカンジオールなど
のＣ2－Ｃ22アルカンジオールや、２－ブテン－１，４－ジオール、２，６－ジメチル－
１－オクテン－３，８－ジオールなどのアルケンジオール等の脂肪族ジオール；１，４－
シクロヘキサンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノール等の脂環族ジオール；グ
リセリン、２－メチル－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール、２，４－ジ
ヒドロキシ－３－ヒドロキシメチルペンタン、１，２，６－ヘキサントリオール、トリメ
チロールエタン、トリメチロールプロパン、２－メチル－２－ヒドロキシメチル－１，３
－プロパンジオール、２，４－ジヒドロキシ－３－（ヒドロキシメチル）ペンタン、２，
２－ビス（ヒドロキシメチル）－３－ブタノール等の脂肪族トリオール；テトラメチロー
ルメタン、ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール、キシリトール等の水酸基を
４つ以上有するポリオールなどが挙げられる。これらの化合物は単独で使用してもよく、
２種以上混合して使用してもよい。
【００２４】
　上記アクリル系樹脂としては、また、紫外線硬化型アクリル樹脂を用いてもよい。上記
紫外線硬化型アクリル樹脂としては、紫外線硬化型ウレタンアクリレート樹脂、紫外線硬
化型ポリエステルアクリレート樹脂、紫外線硬化型エポキシアクリレート樹脂、または、
紫外線硬化型ポリオールアクリレート樹脂等が好ましく用いられる。上記紫外線硬化型ア
クリレート樹脂を用いることで、粘着層２、及び表面保護層との層間密着性に優れた基材
フィルム３を得ることができる。
【００２５】
　また、上記紫外線硬化型アクリレート樹脂としては、多官能アクリレートが好ましい。
該多官能アクリレートとしては、ペンタエリスリトール多官能アクリレート、ジペンタエ
リスリトール多官能アクリレート、ペンタエリスリトール多官能メタクリレート、ジペン
タエリスリトール多官能メタクリレート等が挙げられる。ここで、多官能アクリレートと
は、分子中に２個以上のアクリロイルオキシ基またはメタクロイルオキシ基を有する化合
物である。
【００２６】
　基材フィルム３は、透明、又は半透明であることが好ましい。このような構成とするこ
とにより、装飾層４が基材フィルム３上に点在して形成されている場合、複数の装飾層４
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同士の相対的な位置が固定された状態で爪に形成した下地層上に模様を形成することがで
き、且つ、装飾層４と、他の装飾層４との間に存在する、模様を形成しない部分の基材フ
ィルム３を目立たなくすることが可能となる。
【００２７】
　基材フィルム３は、また、インクが浸透しないアクリル系樹脂により形成されることが
好ましい。インクが浸透しないアクリル系樹脂を用いることにより、後述するように、装
飾層をＵＶ印刷機により印刷する際に、インクが基材フィルム３に不用意に浸透しないた
め、インクが滲み難く、基材フィルム３の上面に高精細で立体的な装飾層４を形成するこ
とができる。
【００２８】
　基材フィルム３は、また、伸縮性を有することが好ましい。伸縮性を有する基材フィル
ム３を用いることにより、爪装飾用シールが爪の表面形状に追従し易くなるので、爪装飾
用シール１と、下地層との層間密着性が向上する。
【００２９】
　上記基材フィルム３としては、また、ラミネートフィルムを用いることができる。上記
ラミネートフィルムは、例えば表面にフッ素系防汚処理を施したアクリル系樹脂フィルム
であって、一般には印刷表面の保護を目的とした、いわゆるオーバーラミネートと呼ばれ
るフィルムが使用される。このラミネートフィルムは、一般には紫外線から印刷表面を保
護するものであることから、表面の物理的強度は高く、また爪の保護にも寄与することが
できる。また、長期使用においても汚れの付着を防ぎ、爪表面の美観を保持し、メンテナ
ンス性にも優れている。さらに一般に安価に入手可能なことから、コストを軽減すること
もできる。しかも、このラミネートフィルムとＵＶ印刷とは非常に親和性が高く、爪装飾
用シール１としては画期的な組み合わせである。
【００３０】
　上記基材フィルム３の厚みは特に限定されないが、５０～１００μｍであることが好ま
しい。基材フィルム３の厚みを上記範囲とすることにより、爪装飾用シール１が爪の表面
形状に追従し易くなり、且つ強度に優れる。
【００３１】
　（粘着層）
　粘着層は、爪装飾用シールにおいて基材フィルムの下層に位置し、爪表面に形成された
下地層に密着することにより、爪装飾用シールを下地層上に固定する層である。図１及び
２において、粘着層２は、基材フィルム３の下面に形成されている。
【００３２】
　粘着層２は、爪装飾用シール１を下地上に固定できるものであれば特に限定されないが
、水や熱に強く、入浴等をしても剥がれず、また、剥がしたいときには粘着層２の一部が
下地層上に残存し難い樹脂を含むことが好ましい。このような樹脂としては、アクリル系
樹脂が挙げられる。上記アクリル系樹脂としては、上記基材層３に用いられるアクリル系
樹脂と同一のものを用いることができる。
【００３３】
　上記粘着層の厚みは特に限定されないが、５～５０μｍであることが好ましい。粘着層
の厚みが薄すぎると密着性に劣るおそれがあり、厚すぎると爪装飾用シールの表面から視
認され、意匠性を損ねるおそれがある。
【００３４】
　（装飾層）
　装飾層は、基材フィルムの表面に形成され、爪装飾用シールに意匠性を付与する層であ
る。図１及び２において、装飾層４は、基材フィルム３上に、当該基材フィルム３の一部
を覆うようにして形成されている。
【００３５】
　装飾層４を形成する装飾層形成用組成物（ＵＶインキ）に含まれる樹脂としては、基材
フィルム３上に装飾層４を形成することができ、所望の意匠を形成することができれば特
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に限定されないが、紫外線硬化型樹脂であることが好ましく、紫外線硬化型アクリレート
樹脂であることがより好ましい。紫外線硬化型樹脂を用いると、後述するＵＶ印刷機によ
り所望の模様を基材フィルム上に印刷して、ＬＥＤランプやＵＶランプを用いて紫外線を
照射することにより、紫外線硬化型樹脂が重合し、アクリル樹脂等を含む装飾層４を簡易
に形成することが可能となる。このようにして形成された装飾層４は、微細な模様の意匠
でも簡易に表現することができ、且つ耐久性に優れる。
【００３６】
　上記装飾層形成用組成物（ＵＶインキ）に含まれる紫外線硬化型樹脂としては、紫外線
硬化型ウレタンアクリレートオリゴマー、紫外線硬化型ポリエステルアクリレートオリゴ
マー、紫外線硬化型エポキシアクリレートオリゴマー、若しくは、紫外線硬化型ポリオー
ルアクリレートオリゴマー等の紫外線硬化型アクリレートオリゴマーが好ましく用いられ
る。中でも、基材フィルム３、及び表面保護層との層間密着性に優れる点で、紫外線硬化
型アクリレートオリゴマーがより好ましい。
【００３７】
　上記装飾層形成用組成物（ＵＶインキ）には、また、重合性モノマーが含まれていても
よい。上記重合性モノマーとしては、例えば、単官能性モノマー、二官能性モノマー及び
三官能以上のモノマーが挙げられる。これらを具体的に例示すれば、以下の通りである。
【００３８】
　単官能性モノマー：メトキシエチレングリコール（メタ）アクリレート、メトキシポリ
エチレングリコール（メタ）アクリレート、フェノキシエチレングリコール（メタ）アク
リレート、フェノキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－
３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレート、２－（メタ）アクリロイロキシエチルコ
ハク酸、２－（メタ）アクリロイロキシエチルフタル酸、２－（メタ）アクリロイロキシ
プロピルヘキサフタル酸、ステアリル（メタ）アクリレート、３－クロロ－２－ヒドロキ
シプロピル（メタ）アクリレート。
【００３９】
　二官能性モノマー：１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナ
ンジオールジ（メタ）アクリレート、１，１０－デカンジオールジ（メタ）アクリレート
、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、２－メチル－１，８－オクタンジオ
ールジ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ）アクリレート、エチレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート
、エトキシ化ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、エトキシ化プロピレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、エトキシ化ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレー
ト、プロポキシ化ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、プロポキシ化エトキシ化ビ
スフェノールＡジ（メタ）アクリレート、トリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アク
リレート。
【００４０】
　三官能以上のモノマー：トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、エトキシ
化トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、エトキシ化グリセリントリ（メタ
）アクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエリス
リトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート
、プロポキシ化ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、エトキシ化ペンタエ
リスリトール（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレー
ト、エトキシ化イソシアヌル酸トリ（メタ）アクリレート。
【００４１】
　上記装飾層形成用組成物は、更に、光重合開始剤を含んでいることが好ましい。光重合
開始剤としては、ベンゾインエーテル類、ベンジルケタール類、α－ジアルコキシアセト
フェノン類、α－ヒドロキシアルキルフェノン類、α－アミノアルキルフェノン、アシル
フォスフィンオキサイド類、ベンゾフェノン類、チオキサントン類、チタノセン類等が挙



(8) JP 2014-4155 A 2014.1.16

10

20

30

40

50

げられ、好ましくは、２-ヒドロキシ－２－メチルプロピオフェノンである。
【００４２】
　また、上記装飾層形成用組成物には、必要に応じて、着色剤としての顔料、染料、及び
消泡剤等の助剤も含まれていてもよい。
【００４３】
　上記装飾層４は、図１及び２に示されるように、基材フィルム３の一部を覆うように形
成されてもよいし、基材フィルム３の全面を覆うように形成されてもよい。
【００４４】
　（剥離シート）
　本発明の爪装飾用シールは、上記粘着層２の下面に、更に、剥離シート５を備えること
が好ましい。上記剥離シート５を備えることにより、爪装飾用シールを使用するまでの間
粘着層２を保護し、粘着層２の粘着性を長期間保持することができる。
【００４５】
　上記剥離シート５としては特に限定されないが、例えば、ＰＥＴフィルム、発砲ＰＥＴ
フィルム、ポリプロピレンフィルムなどのプラスティックフィルムを用いることができ、
また、ポリエチレンラミネート紙、グラシン紙、ポリエチレンラミネートグラシン紙、ク
レーコート紙、紙基材に剥離剤を塗布したものなどを用いることもできる。上記剥離剤と
しては、シリコーン系のものが好ましく、その他フッ素系、長鎖アルキル系のものなどを
用いることができる。
【００４６】
　上記剥離シート５の厚みは、２０～１５０μｍ程度が好ましい。
２．爪装飾用シールの製造方法
　上記爪装飾用シールの製造方法としては特に限定されないが、（１）アクリル系樹脂を
含む基材フィルム裏面に粘着層形成用組成物を塗布して硬化させることにより、粘着層を
形成する工程１、及び、（２）上記基材フィルムの上記粘着層が形成された面と反対側の
面に、ＵＶ印刷機により装飾層を形成する工程２を含む製造方法により製造することがで
きる。このような製造方法も、本発明の一つである。以下、上記製造法について説明する
。
【００４７】
　上記工程１は、アクリル系樹脂を含む基材フィルム裏面に粘着層形成用組成物を塗布し
て硬化させることにより、粘着層を形成する工程である。上記アクリル系樹脂を含む基材
フィルムとしては、上述の基材フィルム３を用いることができる。
【００４８】
　上記粘着層形成用組成物に含まれる樹脂成分としては特に限定されないが、上述の粘着
層２を形成するために好適に用いられるアクリル系樹脂を用いることができる。
【００４９】
　上記粘着層形成用組物を基材フィルム３の裏面に塗布する方法としては特に限定されな
いが、基材フィルム３の裏面に、液体の粘着層形成用組成物を噴霧して均一に塗布する方
法、粘着層形成用組成物を基材フィルム３の裏面上に直接押出し成形する方法等が挙げら
れ、また、粘着層形成用組成物をフィルム状に成形し、硬化する前に基材フィルム３の裏
面に積層する方法であってもよい。
【００５０】
　上記粘着層形成用組成物を硬化させる方法としては、熱風乾燥により硬化させる方法等
が挙げられる。
【００５１】
　以上説明した工程１により、基材フィルム３の裏面に粘着層２が形成される。
【００５２】
　上記工程２は、基材フィルムの粘着層が形成された面と反対側の面に、ＵＶ印刷機によ
り装飾層を形成する工程である。工程２では、基材フィルム３の粘着層２が形成された面
と反対側の面に、ＵＶ印刷機により装飾層形成用組成物を用いて所望の模様を印刷し、紫
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外線を照射することにより硬化させて、装飾層４を形成する。上記ＵＶ印刷機は、一般的
なインクジェット方式の印刷機と同様に、インクジェットノズルから微細なインクを吐出
し、画像を対象物の表面に描き出す印刷機である。一般的な水性あるいは溶剤系のインク
を利用するインクジェット方式では、インク成分内の水分や溶剤成分の気化によってイン
クが対象物に定着する。これに対して、ＵＶ印刷機では、紫外線硬化型のＵＶインクを採
用し、ＵＶランプ等による紫外線の照射によってＵＶインクを硬化させることにより、対
象物の表面にＵＶインクを定着させる。
【００５３】
　上記ＵＶ印刷機を用いて装飾層４を形成することにより、基材フィルム３上に高精細な
印刷が可能となる。また、従来のシリコーン素材のシールのように製造に型などが必要な
く、小ロットでも容易に製造することができる。
【００５４】
　ＵＶインクの硬化光源としては一般的にはハロゲンＵＶランプが採用されることが多い
。このハロゲンＵＶランプは白熱ランプであり、発光と同時に熱を生じてしまい、火災の
原因等となる場合がある。このためＵＶインクの硬化光源としてはＬＥＤ－ＵＶランプを
使用したものが好適に用いられる。
【００５５】
　このＬＥＤ－ＵＶランプのメリットとしては、低商品電力、ランプの長寿命化が挙げら
れるが、なにより光源が熱を大量に発生しないのが大きなメリットである。これによれば
数ミクロン、数十ミクロンといった極薄の基材フィルム３にも安定した印刷が可能となる
。
【発明の効果】
【００５６】
　本発明によれば、爪装飾用シールの基材フィルムがアクリル系樹脂を含むので、一般的
にアクリル系樹脂で形成される表面保護層との層間密着性に優れる。このため、長期間使
用しても層間剥離が生じ難く、白化等の意匠性の低下が抑制される。
【００５７】
　また、基材フィルムがアクリル系樹脂を含むので、アクリル系樹脂で形成された下地層
との層間密着性を向上させるために粘着層をアクリル系樹脂で形成した場合に、粘着層と
、基材フィルムとの層間密着性に優れ、爪装飾用シールの耐久性が向上して、爪に付与し
た意匠の耐久性に優れる。
【００５８】
　また、基材フィルムがアクリル系樹脂を含むので、下地層や粘着層が薄いため、基材フ
ィルムが直接爪に接触する部分を生じた場合であっても、爪に対して刺激が少なく、長期
間使用しても爪の表面を荒れさせ難い。
【００５９】
　更に、基材フィルムにアクリル系樹脂を用いることにより、廃棄する際の塩化水素ガス
やダイオキシン等の有害物質の発生を抑制することができ、環境適性に優れた爪装飾用シ
ールを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の爪装飾用シールの縦断面図である。
【図２】本発明の爪装飾用シールの上視平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００６１】
　以下に実施例及び比較例を示して本発明を具体的に説明する。但し、本発明は実施例に
限定されない。
【００６２】
　（爪装飾用シールの製造）
　実施例１
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　基材フィルムとして、ウレタンアクリレートを含む透明の基材フィルム（住友スリーエ
ム株式会社製）を用意した。基材フィルムの片面に、ウレタンアクリレートを含む粘着層
形成用組成物を塗布し、乾燥させることにより硬化させて、基材フィルムの片面に粘着層
を形成した。
【００６３】
　ＵＶ印刷機を用いて、基材フィルムの粘着層が形成された面と反対側の面に、ウレタン
アクリレートを含む装飾層形成用組成物を吐出することにより、基材フィルムの表面に幾
何学模様を印刷した。当該幾何学模様は、基材フィルム上に、複数の模様が点在するよう
に印刷された。この幾何学模様を形成する装飾層形成用組成物に紫外線を照射することに
より、装飾層形成用組成物を硬化させ、装飾層を形成して爪装飾用シールを製造した。こ
の爪装飾用シールの粘着層側に、剥離シートとして、ＰＥＴフィルムを積層した。
【００６４】
　比較例１
　基材フィルムとして、塩化ビニル樹脂を含む基材フィルム（住友スリーエム株式会社製
）を用いた以外は実施例１と同様にして、爪装飾用シールを製造した。
【００６５】
　（爪装飾用シールの爪への貼付）
　爪の表面に、ウレタンアクリレートを含む下地層形成用組成物（ジェルネイル）を塗布
し、紫外線を照射して硬化させて、爪の表面上に下地層を形成した。下地層の表面をイソ
プロピルアルコールで拭き取り、表面を清浄した。
【００６６】
　実施例１及び比較例１で得られた爪装飾用シールを剥離シートから剥離し、下地層の一
部を覆うようにして、下地層の表面に貼付した。
【００６７】
　爪装飾用シール表面、及び一部露出している下地層表面に、ウレタンアクリレートを含
む表面保護層形成用組成物（ジェルネイル）を塗布し、紫外線を照射して表面保護層を形
成した後、表面をイソプロピルアルコールで拭き取り、爪装飾用シールの爪への貼付、及
び施術を完了した。
【００６８】
　上記のようにして爪へ貼付した実施例１の爪装飾用シールは、基材フィルムが粘着層と
同様のアクリル系樹脂を含有するので、基材フィルムと粘着層との層間密着性に優れ、長
期間貼付していても爪上に形成した意匠の耐久性に優れていた。また、基材フィルムが表
面保護層と同様のアクリル系樹脂を含有するので、爪装飾用シールと表面保護層との層間
密着性に優れ、表面保護層が爪装飾用シールから剥離することに起因する白化を生じ難く
、長期間貼付していても意匠性の低下が抑制されていた。
【００６９】
　また、実施例１の爪装飾用シールは、基材フィルムがアクリル系樹脂を含むので、爪表
面への負担が少なく、長期間使用していても爪の表面の荒れが抑制されていた。
【００７０】
　更に、実施例１の爪装飾用シールは、基材フィルムがアクリル系樹脂を含むので、廃棄
の際にも有害物質を生じ難く、環境適性にも優れていた。
【００７１】
　これに対して、上記のようにして爪へ貼付した比較例１の爪装飾用シールは、基材フィ
ルムが塩化ビニル系樹脂を含有するので、アクリル系樹脂を含有する粘着層との層間密着
性が劣り、長期間貼付していると、基材フィルムが粘着層からの剥離を生じてしまった。
また、爪装飾用シールと表面保護層との層間密着性に劣り、表面保護層が爪装飾用シール
からの剥離を生じ、白化を起こしてしまい、意匠性が低下してしまった。
【００７２】
　また、比較例１の爪装飾用シールは、基材フィルムが塩化ビニル系樹脂を含有するので
、長期間使用すると、基材フィルムと接触した部分の爪の表面に荒れを生じてしまった。
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【００７３】
　更に、比較例１の爪装飾用シールは、基材フィルムが塩化ビニル系樹脂を含むので、環
境適性に劣っていた。
【符号の説明】
【００７４】
１　爪装飾用シール
２　粘着層
３　基材フィルム
４　装飾層
５　剥離シート

【図１】

【図２】
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